
我孫子市立高野山小学校いじめ防止基本方針 

令和８年８月改訂 

１ 基本理念・定義 

（１） 基本理念 

 「いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の形成

に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせるおそれがある。また、いじめは、

「どの学校・どの学級でも起こりうるものであり、いじめ問題に全く無関係ですむ児童はいない。」という基本認

識にたち、すべての児童がいじめを行わず、他の児童に対して行われているいじめを認識しながらこれを放置

することがなく、全校児童が「いじめのない明るく楽しい学校生活」を送ることができるように、「いじめ防止基本

方針」を策定した。 

（２） いじめの定義 

「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等当該児童生徒と一定の

人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われる

ものも含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。」とする。なお、起こ

った場所は学校の内外を問わない。「いじめ」の中には、犯罪行為として取り扱われるべきと認められ、早期に警

察に相談することが重要なものや、児童生徒の生命、身体又は財産に重大な被害が生じるような、直ちに警察

に通報することが必要なものが含まれる。これらについては、教育的な配慮や被害者の意向への配慮のうえで、

早期に警察に相談・通報の上、警察と連携した対応を取ることが必要である。 

（平成２５年度からの定義 文部科学省 HP） 

 

２ いじめ防止のための基本姿勢 

いじめが行われず、すべての児童が安心して学習その他の活動に取り組むことができるように、保護者・関係

機関と連携を図りながら、学校全体でいじめ防止と早期発見に取り組むとともに、いじめが疑われる場合は、適

切かつ迅速に対処し、さらに再発防止に努める。 

○いじめを許さない、見過ごさない学校・学級風土をつくる。 

○児童一人一人の自己有用感、自己肯定感、自尊感情を高める教育活動を推進する。 

○児童の豊かな情操と道徳心を培い、すべての教育活動を通じた道徳教育および体験活動等の充実を図る。

〇互いを思いやる心を養い、自他の「命」を大切にする心の育成を図る。 

○いじめの早期発見に努める。 

○いじめの早期解決のため、当該児童の安全を保証するとともに、校内の組織、関係機関、家庭と協力・連携し

て、解決にあたる。 

○学校と家庭が協力して、事後指導にあたる。 

 

３ いじめ未然防止のための措置 

 （１） いじめを許さない、見過ごさない学級・学校風土づくりに努める。  

① 人との関わりを豊かにし、思いやりや感謝の心を持って周囲に応えようとする心情を高める。 



・学級活動や道徳の学習を通して適切な人間関係が築けるように指導していく。 

「友だちのよいところさがし」、「ふわふわ言葉とちくちく言葉」等 

  ② 児童一人一人の自己有用感、自己肯定感を高め、自尊感情を育む教育活動を推進する。 

・分かりやすい授業を心がけ、児童に基礎・基本の定着を図るとともに学習に対する達成感・成就感を持

たせる。 

・すべての教科・領域において、安心して自分を表現できる場の設定や指導方法を工夫する。 

   ③ 学校行事、特別活動（児童会活動、学級活動）、総合的な学習の時間等において一人一人が活躍でき

る機会を設ける。 

・実行委員会を組織し、一人一役を実践する等。 

   ④ 児童の自発的な活動を支える委員会活動の充実を図る。 

   ⑤ 授業、生活、友だち関係等で、様々な価値観に触れる機会を設け、互いに認め合いながら折り合いを

つける力を養う。 

（２） 生徒指導の実践上の視点を生かした授業の推進 

  「自己存在感の感受」「共感的な人間関係の育成」「自己決定の場の提供」「安心・安全な風土の醸成」 

   ・小グループに分かれて互いの考えを出し合い、自分とは違う考え方があることやそのよさを知る等。 

（３） 人とつながる喜びを味わう体験活動の推進 

  ・友だちと分かり合える楽しさやうれしさを共感できる豊かな心の育成と相互交流の場を工夫することでコ

ミュニケーション力を育成する。 

（４） 情報モラル教育の実施 

 ・情報教育の一環として、スマホやパソコンを使用する上でのネットモラルの学習を行う。（LINEや掲示板の

書き込み、個人情報の流通などに伴う危険について）。 

 

4  いじめ早期発見、早期対応のための措置 

 （１） 早期発見に向けた取り組み 

  ・我孫子市いじめアンケート（年２回） （１）と（２）を併せて行う。 

  ・教育相談（児童個人面談）の実施（年２回）・・・全児童 

  ・Ｑ－Ｕ（学級満足度調査）の活用（３年・４年・５年・６年）（年２回） 

  ・相談ポストの活用 

  ・養護教諭、心の教室相談員、校内支援センター職員、スクールカウンセラーとの連携  

  ・学年会、生徒指導部会、いじめ防止対策委員会の活用 

  ・学校生活アンケート（年１回） 

  ・指導記録（週案）等の記録の活用 

  ・スクールライフノート（心の天気の記録）活用 

  ・保護者向けの家庭で取り組むチェックリストの配付（市） 

  ・様々な職員による、児童の観察及び情報交換 

  ・学校出席状況、遅刻、早退等に応じた保護者連絡と相談 

 

 

 



 （２） 学校におけるいじめのサイン（例） 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３） いじめ発見時の具体的な取り組み 

  （ア）いじめの情報の認知 

・いじめられた児童の保護および見守り体制を整える。（学級活動時、休み時間、登下校等） 

・いじめ対策委員会を設置する。 

  （イ）いじめの実態把握 

   ・当事者、周囲の児童等から聞き取りを行い記録する。 

   ・いじめ対策委員会で聞き取った内容について情報を共有し実態把握を行う。 

  （ウ）学校全体および関係機関との連携による指導と支援 

   ・すべての教職員で共通理解を図り、それぞれの役割で対応する。 

   ・教育委員会や関係機関と連携して対応する。 

   ※犯罪行為として取り扱われるべきいじめについては、教育委員会及び警察署等と連携して対応する。 

   ・いじめを受けた児童及び保護者の心の傷や不安、心配に寄り添った指導と支援を継続的に行う。 

   ※必要に応じて心の相談員、スクールカウンセラー等と連携する。 

   ・いじめを行った児童に対し、いじめをやめさせる指導と再発防止に向けた指導を継続的に行う。また、い

じめを行った児童の保護者対し継続的な助言を行う。 

    

５ いじめ問題に取り組むための校内組織 

（１） 生徒指導部会（月１回） 

    各学年を代表する生徒指導部員が、課題のある児童について、現状や指導状況について情報交換を行

い、共通行動について話し合う。 

（２） いじめ防止対策委員会（学年主任会と兼ねて行う。必要に応じて緊急に開催する。） 

    校長、教頭、教務主任、生徒指導主任、学年主任、養護教諭 

（３） いじめ対策委員会 

いじめ事案発生時に、該当学年担任と上記メンバーと我孫子市教育委員会アドバイザーで緊急に開催す

る。 

・欠席、遅刻、早退の増加 

・心の天気の記録の「雨、雷」マーク 

・授業開始前の机、椅子、学用品の乱雑さ 

・学習用具の紛失、過度な忘れ 

・教科書やノートの破損 

・特定の児童への配付物の配り方の乱雑さ 

・急な体調不良 

・食欲不振 

・保健室、相談室、校内支援教室の利用の増加 

・グループ活動時の様子 

・休み時間の単独行動 

・係活動や役割決めの時の様子 

・席替え前後の様子 

・日頃交流のない児童との行動 

・他の教室の出入り 

・発言や言動に対する皮肉や失笑、笑いの頻発 

・図工や、家庭科等の作品の破損、紛失 

・特定な児童への発言へのどよめきや目配せ 

・学級内の決め事による誘導 

・あだ名 

・特定児童からの逃避 

・特定児童の机や椅子、持ち物からの逃避 

・Ｑ－Ｕ調査による学校満足群の低下 

・友だちに対する、囲い込み 



 （４） 職員会議 

    「学校いじめ防止基本方針」をもとに適宜職員研修を実施するとともに、いじめの状況や特別な支援を要

する児童について、全職員で共通理解を図る。 

 

６ 関係機関等 

  ・我孫子市教育委員会 

  ・我孫子市少年センター 

  ・幼保こ小中連携 

  ・スクールカウンセラー 

  ・児童相談所 

  ・警察 

   

７ 保護者への啓発 

   ・児童の規範意識やしつけ等、子供の教育の第一義的責任は保護者にあることを、継続的に周知していく 

   ・ゲーム機を含むインターネットを通してのいじめの予防や、いじめがあった場合の子供の変化の特徴等に

ついて、保護者に協力を依頼する。 

 ・法は、いじめの要件として、いじめを受けている児童の主観を重視した定義に立っている。保護者には、懇

談会等を通して、具体的事例に即して「いじめの定義」の共通理解を図り、どんないじめも初期段階から見

過ごさない姿勢を共有していく。 

  ・スクールカウンセラーが来校する教育相談日を保護者に周知する。 

   ・「２４時間子供 SOS ダイヤル」等の相談機関を周知する。 

   ・千葉県教育委員会からの「いじめ防止啓発リーフレット」等は、随時、児童・保護者に配付し、周知する。 

 

８ 重大事態への対応 

（１） 重大事態とは【いじめ防止対策推進法第２８条第１項より】 

① 生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがある場合 

② 相当の期間、学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある場合 

 ※被害児童や保護者から「いじめにより重大な被害が生じたという申し立てがあった場合を含む 

（２） 重大発生時の対応 

① 重大事態が発生した場合は、校長より、速やかに我孫子市教育委員会に報告するとともに、我孫子市教

育委員会の指導のもと、調査組織を設置し関係機関と連携しながら、迅速かつ適切に対応する。 

② 犯罪行為として取り扱われるべきいじめには、法に基づき、直ちに警察署生活安全課、児童相談所に相

談・通報を行い、支援を要請する。 

③ スクールカウンセラー及び必要に応じてスーパーバイザーの派遣を要請する。 

   ※調査の過程や結果については、児童及び保護者に正確かつ丁寧に説明を行う。また、誠意をもって解決

にあたる。 

 

９ いじめの解消について ※以下２点を確認の上、解消とする。 

（１） 心理的、物理的な影響を与える行為が止んでいる状態が、少なくとも３か月経過している。ただし、被害の

重要性や状況によっては、目安にかかわらず、その期間を改めて設定し状況を注視する。 



（２） 被害児童本人およびその保護者と面談の上、被害児童が心身の苦痛を感じていないかどうかを確認する。 

 

１０ 公表、点検 

（１） 「我孫子市立高野山小学校いじめ防止基本方針」は、ホームページ上に公表する。 

（２） 「我孫子市立高野山小学校いじめ防止基本方針」は、生徒指導部会や職員会議等で、毎年度末に改訂を

視野に入れた点検、評価をする。 

 

１１ いじめ防止年間計画 

月 教科等 

指導内容 

記載は主なも

の 

アンケート 

スクールライフノート

(心の天気)は毎日実

施 

教育相談 定例会議 

いじめ防止対策委員会は適宜開催 

いじめ対策委員会はいじめ発生時

設置 

４ 【道徳】 

4 つの視点と

22の内容項目

について、各学

年の計画に沿

って実施する。 

【学級活動】 

命の授業を発

達段階に応じ

て実施する。 

【教科指導にお

ける工夫】 

生徒指導の実

践上の視点を

生かした授業

を工夫し推進

することで、多

様な考え方を

知り、尊重し、

折り合いをつ

ける等の力を

養う。安全・安

心な風土の醸

成を行い、心理

的安全性を確

保する。 

 保護者個人面談 

（希望者） 

職員会議 

生徒指導部会 

いじめ防止基本方針確認 

５   職員会議 

生徒指導部会 

６ いじめアンケート 

WebQU 検査 

 職員会議 

生徒指導部会 

７  児童個人面談 

保護者個人面談 

職員会議 

生徒指導部会 

８   職員会議 

生徒指導部会 

９   職員会議 

生徒指導部会 

１０   職員会議 

生徒指導部会 

１１ いじめアンケート 

WebQU 検査 

教育相談週間 

（希望者） 

職員会議 

生徒指導部会 

１２ 学校生活アンケート 児童個人面談 職員会議 

生徒指導部会 

１   職員会議 

生徒指導部会 

２   職員会議 

生徒指導部会 

３   職員会議 

生徒指導部会 

いじめ防止基本方針点検・評価 

 


